
席題 選者 賞 作品 県名 市名 氏名

井上 弘美 一席 爽籟や昨夜の雨置く能舞台 石川県 白山市 亀田　紀代子

二席 洗ふ手の十指に通ふ秋の風 石川県 川北町 東　洸陽

三席 手を休め庭師言ひたり秋の風 神奈川県横浜市 武田　喜代子

高橋 佳子 一席 洗ふ手の十指に通ふ秋の風 石川県 川北町 東　洸陽

二席 秋の風けふは蝋燭消ゆるまで 石川県 白山市 北野　佐由子

三席 秋風を入れて行脚の頭陀袋 愛媛県 西予市 宇都宮　諦愚

中川 雅雪 一席 爽籟や昨夜の雨置く能舞台 石川県 白山市 亀田　紀代子

二席 重き戸を引きて通りぬ秋の風 石川県 加賀市 中谷　なづな

三席 ほつれ髪上ぐる手櫛や秋の風 石川県 加賀市 出島　達子

中西 石松 一席 雁や白山みその縄のれん 東京都 小平市 大塚　康子

二席 澄む水の一杓をもて千代尼の忌 石川県 白山市 岡島　恵美子

三席 紫に仏心のありこぼれ萩 愛媛県 松山市 公受　美智子

西田 梅女 一席 千代尼忌や二世紀半を美しく駆け 石川県 白山市 中村　双舟

二席 献箏の流るる寺苑小鳥来る 石川県 金沢市 篠島　安子

三席 千代尼堂開けて修す忌萩名残 石川県 内灘町 駒形　隼男

井上 弘美 佳作 秋風に綸子の裾のあかねいろ 石川県 金沢市 野村　歌代子

佳作 爽籟や城址に句碑と大欅 新潟県 上越市 橋爪　まゆみ

佳作 秋風や鉛色なる水平線 千葉県 流山市 山田　まゆみ

佳作 秋風を入れて行脚の頭陀袋 愛媛県 西予市 宇都宮　諦愚

佳作 爽籟の古木素園尼旧居址 東京都 小平市 大塚　康子

高橋 佳子 佳作 秋風や道行遠き夫の墓 石川県 小松市 椎野　千代子

佳作 秋風や木々を縫ひゆき葉と戯れし 石川県 白山市 宮城　ゆき子

佳作 ほつれ髪上ぐる手櫛や秋の風 石川県 加賀市 出島　達子

佳作 矢の如し秋の風切り新幹線 石川県 白山市 大浦　春美

佳作 石彫の深き鑿跡秋の風 富山県 高岡市 牧野　実奈

中川 雅雪 佳作 屋上で見る新幹線秋の風 石川県 白山市 寺西　紫芳

佳作 秋風や群を離れし鯉一尾 石川県 金沢市 伊勢　弘江

佳作 石彫の深き鑿跡秋の風 富山県 高岡市 牧野　実奈

佳作 秋の風たもとにふふみ琴をひく 石川県 白山市 中川　外代子

佳作 秋風や和服の裾の裏表 長野県 信濃町 山崎　てつ子

中西 石松 佳作 献箏の流るる寺苑小鳥来る 石川県 金沢市 篠島　安子

佳作 爽涼や千代尼印章箱の上 石川県 金沢市 宮田　勝

佳作 新米の重湯ひと匙稚児にも 石川県 野々市市 大橋　翠節

佳作 十億の母の句碑辺や萩白し 石川県 白山市 南房　朋美

佳作 秋声やちひさく座して千代尼像 富山県 高岡市 牧野　実奈

西田 梅女 佳作 まだ咲ける朝顔に会う千代女館 石川県 白山市 寺西　紫芳

佳作 身に入むや琴に唄ひの聖興寺 石川県 川北町 松田　文女

佳作 彼岸花母の恋しと暁の歌碑 石川県 金沢市 澤田　穣

佳作 紅萩に白萩に触れ千代尼堂 石川県 金沢市 南　恵子

佳作 秋一日千代女縁の地を訪ね 富山県 射水市 赤江　直人
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